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2020年8月1日
ねん がつ にち

年間第18主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 ミサ説教
きく ち いさおだい し きょう せっきょう

人間の幸せとは、いったい本当はどういうことなのでしょう。わたしたちは
にんげん しあわ ほんとう

それをよくわかっているようで、その実、人間を幸せにしてくれるのは何か、考
じつ にんげん しあわ なに かんが

えれば考えるほど様々な課題が浮かび上がってきて、明確に定義づけること
かんが さまざま か だい う あ めいかく てい ぎ

ができません。

一番の問題は、幸せというのが、何かを持って計ることのできる絶対的な概念
いちばん もんだい しあわ なに も はか ぜったいてき がいねん

ではなくて、一人ひとりでその中身が全く異なる相対的な概念であることで
ひと り なか み まった こと そうたいてき がいねん

す。

そうであったとしても、少なくともわたしたちは、決して皆が不幸になるよう
すく けっ みな ふ こう

にではなく、皆が幸せになるようにと、歴史の中で努力を続けてきたはずで
みな しあわ れき し なか ど りょく つづ

あります。

第二次世界大戦の後、荒廃した世界の現実から立ち上がり、再び愚かな戦い
だい に じ せ かいたいせん あと こうはい せ かい げんじつ た あ ふたた おろ たたか

をすることなく、幸せな世界を築き上げようとした国際社会は、世界人権宣言
しあわ せ かい きず あ こくさいしゃかい せ かいじんけんせんげん

を採択します。
さいたく

その冒頭に、「全ての人間は生まれながらにして自由であり、かつ尊厳及び権利
ぼうとう すべ にんげん う じ ゆう そんげんおよ けん り

について平等である」と力強い宣言が記され、さらに第25条には「全ての者
びょうどう ちからづよ せんげん しる だい じょう すべ もの

は、自己及び家族の健康及び福祉のための相当な生活水準についての権利、並
じ こ およ か ぞく けんこうおよ ふく し そうとう せいかつすいじゅん けん り なら

びに失業、疾病、障害、配偶者の死亡、老齢そのほか不可抗力による生活不能
しつぎょう しっぺい しょうがい はいぐうしゃ し ぼう ろうれい ふ か こうりょく せいかつ ふ のう

の場合に保障を受ける権利を有する」と記されています。
ば あい ほ しょう う けん り ゆう しる

1966年に定められた社会権規約には、「自己及びその家族のための相当な食
ねん さだ しゃかいけん き やく じ こ およ か ぞく そうとう しょく
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糧、衣類及び住居を内容とする相当な生活水準についての並びに生活条件
りょう い るいおよ じゅうきょ ないよう そうとう せいかつすいじゅん なら せいかつじょうけん

の不断の改善について全ての者の権利を認める（11条）」と記されていました。
ふ だん かいぜん すべ もの けん り みと じょう しる

しかしながら、そういった理想と様々な努力にもかかわらず、現実の世界で
り そう さまざま ど りょく げんじつ せ かい

は貧富の格差が拡大し、世界銀行が定める一日1.9米ドル未満と言う極度の貧
ひん ぷ かく さ かくだい せ かいぎんこう さだ いちにち べい み まん い きょく ど ひん

困ライン以下で生きる人たちは、改善されたとはいえ、いまでも世界人口の一割
こん い か い ひと かいぜん せ かいじんこう いちわり

ほどをしめています。

教皇ヨハネ・パウロ二世は、1991年に発表された回勅「新しい課題」に、
きょうこう に せい ねん はっぴょう かいちょく あたら か だい

こう記しています。
しる

「より良く暮らしたいと願うことは間違いではありません。間違っているのは、
よ く ねが ま ちが ま ちが

『あること、生き方』よりも『持つこと、所有』を目指すことが、より良い暮
い かた も しょゆう め ざ よ く

らしに繋がると決めてかかる生活様式であり、より良く生きるためではなく、
つな き せいかつようしき よ い

快楽を人生の目的とし快楽のうちに人生を送るために、より多く持ちたいと願
かいらく じんせい もくてき かいらく じんせい おく おお も ねが

う生活様式なのです（36）」
せいかつようしき

教皇フランシスコも、東京ドームでのミサ説教で、このように述べていま
きょうこう とうきょう せっきょう の

した。

「子としての自由が抑え込まれ弱まるときがあることを知っています。それは、
こ じ ゆう おさ こ よわ し

不安と競争心という悪循環に陥るときです。あるいは、息も切れるほど熱
ふ あん きょうそうしん あくじゅんかん おちい いき き ねっ

狂的に生産性と消費を追い求めることに、自分の関心や全エネルギーを注ぐ
きょうてき せいさんせい しょう ひ お もと じ ぶん かんしん ぜん そそ

ときです。まるでそれが、自分の選択の評価と判断の、また自分は何者か、自分
じ ぶん せんたく ひょう か はんだん じ ぶん なにもの じ ぶん

の価値はどれほどかを定めるための、唯一の基準であるかのようにです。そ
か ち さだ ゆいいつ き じゅん

のような判断基準は、大切なことに対して徐々にわたしたちを無関心、無感覚
はんだん き じゅん たいせつ たい じょじょ む かんしん む かんかく

にし、表面的ではかないことがらに胸がときめくように仕向けるのです」
ひょうめんてき むね し む

その上で、教皇フランシスコは、「イエスにおいてわたしたちは、自分たちは神
うえ きょうこう じ ぶん かみ

の子どもだと知って自由を味わう、新たないのちを見いだすのです」と指摘さ
こ し じ ゆう あじ あら み し てき



- 3 -

れます。

あらためて言うまでもなく、神が与えようとされているのは、この世の幸福で
い かみ あた せい こうふく

はなく、神の言葉に聞き従うことによって、 魂 がその豊かさを楽しみ、いの
かみ こと ば き したが たましい ゆた たの

ちを得る心の糧であります。本当の幸せは、「イエスに出会う人々の心と生
え こころ かて ほんとう しあわ で あ ひとびと こころ せい

活全体を満たす」福音の喜びであると、教皇フランシスコは、「福音の喜び」
かつぜんたい み ふくいん よろこ きょうこう ふくいん よろこ

の冒頭で指摘します
ぼうとう し てき

わたしたちには、その福音の喜びこそが真の幸福の 源 であると主張し、そ
ふくいん よろこ しん こうふく みなもと しゅちょう

れを多くの人に伝えていく義務があります。
おお ひと つた ぎ む

今日の福音は、五つのパンと二匹の魚の奇跡物語でありました。その奇跡が起
き ょ う ふくいん いつ に ひき さかな き せきものがたり き せき お

こる前の、弟子たちとイエスとの会話に注目したいと思います。
まえ で し かい わ ちゅうもく おも

大勢の人がイエスの話を聞くために集まっている中で、当然、人間的な必要
おおぜい ひと はなし き あつ なか とうぜん にんげんてき ひつよう

を満たしていくことを無視することはできません。そこで弟子たちは、それぞ
み む し で し

れが食事を求めるように人々を解散させようとします。それぞれの思いのま
しょく じ もと ひとびと かいさん おも

まに人々を散らしてしまおうとする弟子たちに対して、イエスは、「あなた方
ひとびと ち で し たい がた

が彼らに食べるものを与えなさい」と指示をします。
かれ た あた し じ

集まっている大勢の人にとって必要なのは、真の幸せをもたらすイエスの福音
あつ おおぜい ひと ひつよう しん しあわ ふくいん

であって、イエスから離れてこの世の充足を求めることではないと指摘する、
はな よ じゅうそく もと し てき

イエスの弟子たちへの指示であります。もちろん実際に空腹を満たすことの必
で し し じ じっさい くうふく み ひつ

要も否定しないイエスは、パンと魚の奇跡を起こしてそれに応えますが、し
よう ひ てい さかな き せき お こた

かしこの場面で重要なのは、その弟子とイエスのやりとりです。
ば めん じゅうよう で し

世間の常識に従って行動しようとした弟子たちに、イエスは、真の幸福の 源
せ けん じょうしき したが こうどう で し しん こうふく みなもと

はどこにあるのかをもう一度見直すようにと求められました。
いち ど み なお もと
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その同じことを、現代に生きる弟子であるわたしたちは、主イエスからおなじ
おな げんだい い で し しゅ

ように問いかけられています。本当の幸福は、この世の生み出す幸福にはあり得
と ほんとう こうふく よ う だ こうふく え

ないことを、そして、本当の幸福は、イエスの福音にあることを、多くの人に伝
ほんとう こうふく ふくいん おお ひと つた

えるように求められています。福音に従ってより良く生きることこそが、本当
もと ふくいん したが よ い ほんとう

の幸福の 源 であることを、わたしたち自身の生き方と、語る言葉であかしし
こうふく みなもと じ しん い かた かた こと ば

ながら伝える務めがあります。
つた つと

社会の現実の中で、福音を伝えようとすることには、当然さまざまな困難が
しゃかい げんじつ なか ふくいん つた とうぜん こんなん

あります。パウロはそれを、「艱難、苦しみ、迫害、飢え、裸、危険、剣」に
かんなん くる はくがい う はだか き けん けん

よる抵抗と記していました。形を変えて、これらの抵抗は現代社会にも存在
ていこう しる かたち か ていこう げんだいしゃかい そんざい

していますし、そのためにわたしたちは福音を伝えることを躊躇してしまい
ふくいん つた ちゅうちょ

ます。しかしパウロは、そういった苦しみは、「キリストの愛からわたしたち
くる あい

を引き離すことはできない」と断言します。
ひ はな だんげん

教皇フランシスコは、「福音の喜び」に、「もし、イエスを伝えたいという強
きょうこう ふくいん よろこ つた つよ

い思いを抱いていないなら、イエスに向かって、再びあなたに引き寄せてく
おも だ む ふたた ひ よ

ださいと、もっと祈る必要があります（264）」と記しています。
いの ひつよう しる

人間の真の幸福の 源 であるイエスの福音を、勇気を持って困難を乗り越え、多
にんげん しん こうふく みなもと ふくいん ゆう き も こんなん の こ おお

くの人に伝える思いを抱くことができるように、「再びあなたに引き寄せてく
ひと つた おも だ ふたた ひ よ

ださい」と、さらに祈り続けましょう。
いの つづ

わたしたちの「心と生活全体を満たし」てくれるのは、福音の喜びであって、
こころ せいかつぜんたい み ふくいん よろこ

それは「イエスに出会う人々」に与えられるからです。「罪と悲しみ、内面的
で あ ひとびと あた つみ かな ないめんてき

なむなしさと孤独から解放」するのは、「イエスの差し出す救い」にあるから
こ どく かいほう さ だ すく

です。
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だから、すべての人の幸せを願いながら、「イエスに向かって、再びあなたに引
ひと しあわ ねが む ふたた ひ

き寄せてくださいと」、何度も何度も祈り続けましょう。
よ なん ど なん ど いの つづ


